
太平洋・島サミット開催に向けた気運醸成事業 展開イメージ（案）

議題４ 参考資料１

スタートアップ 開催200日前 開催100日前 開催60日前 開催30日前

太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
開
催

令 和 3 年 度令 和 2 年 度

サミットの認知･浸透

関心･理解度の向上

共感･参加意識の醸成

【主な取組】
●SNSキャンペーン開始
●県内イベントでの広報
●（外務省）ロゴマーク、
広報親善大使によるＰＲ

取組方針(案)の決定

開催気運の共有･拡散

【主な取組】
●知事主催 歓迎昼食会
●地元プログラム 等

サミットの開催支援①開催気運の醸成 オール三重でサミットを歓迎、開催気運を盛り上げ
②国内外へ三重をＰＲ 三重の魅力発信と地域経済の回復、島しょ国との交流の発展
③サミット開催支援 安全・安心なサミット開催を通じて三重のブランド力を向上

取
組
方
針

相
互
連
携

【主な取組】
●みえ太平洋･島サミット
推進会議（仮称）設立

〔想定事例〕
○ラグビーとのコラボ
ラグビー選手とともに
仮想空間上でサミット
をＰＲ

〔想定事例〕
○地元ラグビーチームと
のコラボ。島しょ国出
身選手などによる情報
発信開始

Ｓ
Ｎ
Ｓ

Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

【主な取組】
●地元地域でのＰＲ
●都市圏でのＰＲ
●在京大使の招聘
開催地を巡る視察

●在京プレスツアー

〔想定事例〕
○ラグビー選手等の地元
地域小中学校へのリア
ル訪問をライブ配信・
島しょ国お国自慢授業

【主な取組】
●プレイベント開催
●おもてなし勉強会
（グローカル学生大使等）
●地域イベントでの広報

〔想定事例〕
○ラグビーとのコラボ
プレイベント開催

【主な取組】
●各種イベントでのＰＲ
県民の日記念行事 等

●広報親善大使の活用等

〔想定事例〕
○ラグビー選手による
伊勢志摩の魅力ＰＲ
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